
都市内大規模河川の復元による大気環境改善効果の実証
一能動的多軸DOAS観測法による大気N02とエアロゾルの計測ー
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・ 航空障害灯
0 DOAS観測地点
ーー清渓川

ソウル市は25の行政区で構成され，その面積は約
605km2である規模的には東京23区が約621km2

である東京区部に近い人口はソウル市が約990

万人（2000年）であり，東京区部（約810万人）よりや

や多いソウルと東京区部は規模が間程度である
のみならず，本社機能の集積度の高さや高密度

の人口を支える交通体系を持つなど類似性が高

いよって f ソウル市清渓川復元工事周辺地域の

大気汚染濃度観測及び気象観測を行い，都市内
河川緑地による都市温暖化の緩和効果が実恒さ
れることになれば．新改築のピルに緑化を綾務づ

けている東京都をはじめ，各自治体による河川緑

地の創出・保全の推進に貢献できる．

~冨富盛1'1111::J
j膏渓川はきれいな水が流れる天然河川として復元し水辺に生態公園を造成することで，市民に憩いの

鳴を提供することが目的だったが，暑勲を緩和する効果が期待されている，サーモカメラにより織影した然

赤外画像によると，夏季の日中における清渓川と建物・道路の温度差は約7。Cである

サーモカメラにより媛影した可視図像

(2006年8月9日15時半）
サーモカメラにより獲量5した熱赤外薗像
(2006年8月9日15時半）

従来の大気汚集温度物質の観測は，地方自治体が.散約な
観測点を綾置して行っているが．それら点での測定のため，必
ずしもその周辺地減の湿度を代表するとは隈らない

直霊翠l'.lnm3I:こ］
・ソウル眼 ー←ヨ耐震4衝

望遠鏡と分光君事により，遠くにある航空障害灯な
どのスペクトルを観測し， N02などの特有の吸収波
長をもっ大気微量成分の平均；漫度を算出する

・直線上の観測のみ

・光源の霞置できる場所が必要

• AMAX-DOAS法（ActiveMulti-Axis サーチライト型光源を利用して，散乱光のスペクトルを取得す
DOAS：能動的多軸DOAS法） る DOAS法と同織にスペクトルからN02温度などを測定できる

ほか，散乱光強度からエアロゾルの情報を得ることができる
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300m I 亘 5

・受光 望遠鏡（D-R100M・AL口径 100mm) ii 4 

分光器 (OceanOptics USB2000) 

・光源 ：市販プロジェクターとレンズの組み合わせ 2410 1 仰

・場所 ：自然科学研究科工学系総合研究棟屋上 0.35 渡航nm)

1号棟 9階

・受光 ：CCDカメラ （SBIGSDXMEi 765 x 51 ()pix・I）益分箇像

・光源 ：市販プロジェク9ーとレンズの組み合わせ

・場所 ：自然科学研究科エ学系総合研究棟屋上

0シミュレーションとCCDによる実験のまとめ
・シミュレーションにより観測結果や信号対雑音比

(SNR）の予測が可能

・受光強度分布lま，位相関数に大きく依存
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0簡易光源によるDOAS実験のまとめ
・市販のプロジェクターを用いた簡易な光源で．

N02観測に用いる波長域に十分な強度がある

・距荷量300mではスペクトルマッチングに十分なN02の

吸収が見られない

・観測スペクトルとN02断面積の間l二，

いくつかの吸収ピークの一致が確Ml.できる

復元区間周辺での大気汚染物質（N02）；湿度月平均値

ー・光ビームを撮ることで多次元観測が可能

・光源の配置が自由
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検直実験結果

相関係数R=0.9946

巴由。実験結果とシミュレーション結
果の相関関係はよい相関が
得られた
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ヨド研究l;l:.2003年度～2004年度l;j:主として日本掌術掻興会科牢研究費補助金基盤研究A（一般｝「建物・街区・鶴市・地域の各規棋にまたがる
県環境解析とアジアの巨大観市への適用」（代表・花本啓祐）により。2005年度以降l立間基盤研究B（海外）『鶴市内大規様河川（ソウル市清漢
JIilの也元による暑県現章改普効畢の実恒」｛代表・ーノi輔俊明）により行われた漂川俊介博士をはじめ平業大牢環境リモートセンシング研究
センターの久世研究室の皆様にはOOAS解析手法実肢樋材に関するご動冨を頂きましたここに配して御礼申し上げます
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